
技術部門のヘッドクォーター ・
技術革新統括本部を率いる

NTTデータの技術戦略についてお聞か
せいただけますか．

NTTデータはここ数年で世界各国
に19万人の社員を擁するまでに成長
したグローバル企業です．2022年度
から2025年度の新しい中期経営計画
において，Global 3rd Stageの到達
に向けて，ITサービスプロバイダと
してGlobalトップ 5 入りをめざして
取り組んでいます．これまでGlobal 

1st StageにおいてGlobalカバレッ
ジを拡充し，Global 2nd Stageに
てグローバルブランドの確立を図り，
Global 3rd Stageでは，「変わらぬ
信念，変える勇気」によってGlobal
で質の伴った成長をめざしてきまし
た．そして，Global 3rd Stageの到
達に向けた新中期経営計画として，
さまざまな人々をテクノロジでつな
ぐことで，未来に向けた価値をつく
り，お客さまとともにサステナブル
な 社 会 の 実 現 を め ざ し て，「ITと
Connectivity の融合による新たな
サービスの創出」「Foresight起点の

コンサルティング力の強化」「アセッ
トベースのビジネスモデルへの進化」

「先進技術活用力とシステム開発技術
力の強化」「人材 ・ 組織力の最大化」
の 5 戦略で臨んでいます．

私の率いる技術革新統括本部は米
国や欧州に点在する技術部隊のヘッ
ドクォーターの役割を担い，Global 
No.1の技術力の実現，お客さまへの
提供価値の最大化を掲げた技術戦略
により，先進技術の活用，お客さま
の課題解決を実現する共創R&Dなど
をとおして，今使える技術だけでは
なく今後普及していく技術の見極

情報技術をもって新しい「仕組み」や「価値」を創造し，より豊かで調和のとれた社
会の実現に貢献するNTTデータ．新中期経営計画では 5 戦略を携えて，投資と成長の
好循環を確立し，Global 3rd Stageに向けた事業成長の実現をめざしています．この目
標を技術面で率いる冨安寛NTTデータ技術革新統括本部長に具体的な技術戦略とトッ
プとしての信条を伺いました．

NTTデータ
執行役員
技術革新統括本部長

PROFILE：
1990年NTTデ ー タ 通 信 に 入 社．2007年
NTTデータ 技術開発本部部長，2011年ソ
フトウエア工学推進センタ長，2015年技
術革新統括本部 基盤システム事業本部 シ
ステム方式技術部長，2017年技術革新統
括本部 システム技術本部長を経て，2020
年 6 月より現職. 

冨安　寛
「今これをやらなきゃダメだ」
という強い信念を持てるか．
めざすはGlobal No.1の
技術力の実現，お客さまへの
提供価値の最大化
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め ・ 活 用 す る こ と に， い ち 早 く
Global全体で取り組んでいます．特
に，中期経営計画の 5 戦略において
は「アセットベースのビジネスモデ
ルの進化」と「先進技術活用力とシ
ステム開発技術力の強化」に注力し，
その実現に向けて技術注力領域を定
めるとともに，高い生産性とデジタ
ル時代にふさわしいアジリティを持
つシステム開発を実現する技術を独
自に開発してGlobal共通アセットと
して提供し，そして，その価値を継
続的に提供していくために技術力の
高い人材の活用を進めています．

5 戦略のうち，2 つを担うとは大役です
ね．ビジネスモデルの進化には注目が集
まりそうです．

私たちのビジネスモデルは従来，
お客さまのご要望に応じてシステム
の開発を行うスタイルの，いわゆる
SI（System Integration）でした．
お客さまからのRFP（Request for 
Proposal：提案依頼書）を受けて提
案する営業活動を行い，それぞれの
RFPに対して，オーダーメイドとし
て一点もののシステム開発を中心に
行ってきました．

この従来型SIから，これまで培っ
てきた顧客理解と高度な技術力でシ
ステムをつくる力と，さまざまな企
業システムや業界インフラを支え，
人と企業 ・ 社会をつなぐ力を存分に
発揮するために，アセットベースの
SIへシフトします． 

その背景にはIT人材の確保と，刻々
と変化する環境やお客さまのご要望
への迅速な対応という 2 つの課題が
あります．IT人材不足の解消につい
ては，従来型のSI業態のまま売上を
拡充するためには大量の人材を抱え
るプロジェクトを数多く実施しなく
てはなりません．しかし，依然，IT
人材の獲得競争は世界的に過熱して
いる状況下にありますから，大量の
人材が確保できるとは限りません．
このため，「個別につくらない開発」
の実現が重要になりますから，私た
ちはグローバルレベルでグループ内
の技術や知見，経験などをアセット
化して，それらをマルチリージョン，
マルチインダストリで有効活用する
スタイルをめざすことにしました．

迅速な対応については，デジタル
技術の活用によってビジネススピー
ドが急激に加速している中，従来型
SIのスピード感ではそれについてい
けないため，アセットを活用して自
ら提案し，発信するビジネスモデル
へと進化させて，デジタル時代にふ
さわしいビジネスアジリティを備え
て，お客さまへの提供価値を最大化
していきます．

さて，アセットといってもさまざ
まなものがありますが，ここでは，
業界や業務のフォーサイト，ベスト
プラクティス，ソフトウェア，自社
ツール等の再利用可能なもののこと
です．そのうち，私たち技術革新統
括本部はグローバル共通のテクノロ

ジアセットの創出を担い，グローバ
ルに技術注力領域を定めて，各領域
で業界に依存しないテクノロジア
セットを開発します．各領域での「売
上規模拡大」「技術者数増加」「パー
トナーアライアンス強化によるエコ
システムの実現」によって，Global 
No.1の技術力の獲得をめざし，その
技術力を活かして，アセットベース
のビジネスへの変革を加速させてい
ます．

技術開発活動をEGM 
領域に再構成

技術の活用力や開発技術力もさらに
強化されるのですね．

これは私たちの技術をビジネスに
つなげていくための非常に重要な戦
略で，将来の競争力獲得に向けた先
進技術の活用力と生産性の向上に向
けたシステム開発技術力を強化する
ものです．まず，これらを技術の成
熟 度 に 応 じ てEGM（Emerging, 
Growth, Mainstream） の 3 つ の
フェーズに分けて，フェーズごとに
技術獲得をめざす研究開発 ・ 技術開
発活動に再構成しました．

Emergingフェーズは 5 年から10
年後を想定した先進技術探索と，お
客さまとともに新しい技術による価
値創出を検討する共創R＆Dを担いま
す．そして，Growthフェーズでは 3
年から 5 年後の成長事業，技術注力
領域を形成するための技術開発，テ
クノロジアセットの創出とビジネス
検証に加えて技術者の育成も実施し
ます．EmergingとGrowthフェーズ
においてはテクノロジアセットの整
備を本格的に始動し，技術起点でグ
ローバルビジネス拡大を実現してい
きます．また，新たな社会価値創出
の 重 点 施 策 テ ー マ と し て，IOWN

（Innovative Optical and Wireless 
Network）については，要素技術の
研究開発を推進するNTT研究所と連
携し，研究成果をお客さまに展開 ・
事業化できるように共通テストベッ
ドの開発や，社会変革パートナーと
の共創R＆Dを実施するデジタルツイ
ン共創プログラムも展開しています． 

そして，Mainstreamフェーズで
は現行の事業向けに技術注力領域で
テクノロジアセットを開発し，グロー
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バル戦略を統一して日本，米国，欧
州 3 極での事業展開，デリバリーリ
ソースの拡大，市場シェア拡大を推
進します．主な技術注力領域として
は，多様なクラウドサービスを活用
したシステム開発を実施する「クラ
ウド領域」，デジタル技術を活用した
アジリティの高いシステム開発とさ
ら な る 生 産 性 を 追 究 す る「ADM

（Application Development and 
Management）領域」，従来の境界
型の防御ではなく，ゼロトラストの
考え方に基づくセキュリティサービ
スに注力する「サイバーセキュリティ
領域」，そして，AI（人工知能）を利
用したデータ分析と活用によって新
たなビジネス価値の創出に挑む「D&I

（Data & Intelligence）領域」の 4
領域があります． 

技術革新統括本部の再編成はNTTデー
タのビジネス変革の旗印のようですね．

旗印というよりも「試金石」だと
考えています．冒頭でもお話ししま
したが，NTTデータは全世界に19万
人の社員を擁する企業に成長しまし
た．この成長過程ではM&Aを行って
おり，各社のビジネススタイルの違
い，各国の商習慣やビジネスプロセ
スの違い，お客さまの特性やニーズ
の違いがあります．これらを共通化，
場合によっては統合し，戦略的に
NTTデータのアイデンティティを築
いていくにあたって，各リージョン
でそれぞれ異なるお客さまのニーズ
に適応できるよう調整していかなけ
ればなりません．これには相当な時
間がかかることはいうまでもありま
せんが，ある意味で技術は世界共通
ですから統一しやすいこともあり，
技術戦略を先行して共有化したの 
です．

もちろん，初めてのことですから
上手くいかないことも当然のごとく
あります．そこで，事業計画に関し
てはスピード感を持って実行しつつ，
必要に応じて修正するというやり方
に変えて，各国の幹部とともに 3 カ
月ごとにその実施状況により計画を
見直しています．常に目を光らせて
3 カ月ごとに大修正ですから，私自
身にも経過に一喜一憂するゆとりも
ありません．「夢中で取り組む」の繰
り返しが後の「良かったな」につな

がっていくととらえて仕事をしてい
ます．

ところで，この見極めに際して，
通常の指標に加えて，そのプロジェ
クトが「多忙な状況にあるのか」も
ポイントの 1 つとしています．「大変
だ，大変だ」と言いながら全力で向
き合ってきた仕事を後から振り返っ
てみたとき，「あれは面白かった．充
実していた」と感じたことがあるか
と思います．私自身にもそのような
経験もあって，今まさに夢中になっ
て取り組めているかどうかも見極め
の際には考慮しています．

熱意を持って 
「人」を育てたい

本部長が仕事をする際に大切にしてい
らっしゃることを教えていただけますか．

私が入社したのは1990年です．研
究開発の仕事からスタートし，画像
認識の研究開発を10年程度続けてき
ました．しかし，手掛けていた画像
認識は時代背景や将来性等のさまざ
まな判断から断念することとなり，
金融システム関連の部署へと異動と
なりました．

この経験から得た教訓があります．
それは，惰性でプロジェクトを継続
してはいけない，タイムリーに撤退
や軌道修正をかけるための強い信念
を持つことが重要である，というこ
とです．NTTデータはいまや19万人
の社員を擁するグローバル企業です
から，惰性で仕事していてはこの19
万人があらぬ方向へ進んでしまいま
す．だからこそ，NTTデータのグロー
バル一体化に向けた明快な技術戦略
を世界各地の技術者と共有し，信念
を持って変革を推し進めているの
です．

それから，開発している技術はお
客さまに受け入れられるものである
か，人気を集めそうなものであるか
という目利きも重要です．フロント
ラインの社員がお客さまと直接コ
ミュニケーションを図る中でつぶさ
に見た課題に対応できる技術を開発
し，フロントラインの社員が「これ
で課題を解決できます」と自信を持っ
てお客さまに提案できるものをつく
ることが大事なのです．

ややもすると，技術者は現場から
の距離が遠くなりがちで，その状況
において自らの発想を起点にした開
発に終始し，成果をお客さまに提案
することがあります．こういうプロ
セスで開発したモノは残念ながらお
客さまに受け入れられないことが多
くなります．こうしたことから，私
はタイムリーにフロントラインや現
場の判断を大切にしたいと考えてい
ます．

現場や現場の方々の考えを大切にされ
るのですね．最後に，社内外の皆さんに
一言お願いいたします．

私は熱意を持って「人」を育てよ
うと努めています．人を育てるのに
大切なのは，その人がどういう人で
あるか，どんなセンスを持つ人かを
見極める力です．なぜならば，すべ
ての人が同じタイミングやスピード
で育つわけではありません．また，
伸びる傾きも違えば，センスも違い
ます．その人の個性に合った仕事を
与えられるかどうかがトップの手腕
だと考えています．育てたいと思う
その人にとって難しすぎないか，簡
単すぎないかといった点に合わせて
個性を見極めることを常に念頭に置
いています．

パートナーの皆さん．人材獲得は
世界的にも熾烈な戦いを強いられて
います．マスコミではGAFA等のレ
イオフが報じられていることから，
ICT人材はすでに飽和状態であると思
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　「冨安本部長はとても気取りのない
方です」という評判どおり，インタビュー
会場は 5 分に一度，笑いが起きるほど
和気あいあいとした雰囲気に包まれまし
た．というのも，冨安本部長は技術戦
略やトップとしてのご方針を語る際，「第
三者からはこんなふうに見えることもあ
るかもしれない」という客観的視点を添
えて，ユーモアを織り交ぜながらお話を
されるのです．客観的視点は時にクリ
ティカルシンキング（批判的思考）で
あるため辛口に聞こえます．しかし，ユー
モアを添えられて発せられるせいか耳障
りではなく，誠実さを帯び，お話を伺っ
た後もその発言の真意を反芻したくなり

ました．
　そんな冨安本部長のご趣味は釣りで，

「釣りは男性に孤独を感じさせない趣
味だから」とか．おひとりの時間はどん
なことをお考えになられているのか，冨
安本部長が紹介してくださった一冊の
本，『 夜と霧 』（V.E.フランクル　
1945）に垣間見ました．「壮絶な人生
を描きつつ，筆者は心理学者 ・ 精神
科医として“頑張った”とか“戦い抜
いた”だけではなく，冷静な視点で現
状を分析し，記録を残しているんですよ」
と冨安本部長．まさにウォームハートと
クールヘッド．冨安本部長の絶妙なバ
ランス感覚を感じたひと時でした．

わるかもしれませんが，実体は違い
ます．ICTの変化はめまぐるしく，そ
こに求められる人材像も変わってき
ており，それに対応できる人材獲得
競争が起きているのです．また，さ
まざまなAIの登場から，将来的にコ
ンピュータシステムはすべてAIに
とって代わるのではないかと想像し
がちですが，動かしているのは「人」
ですし，コンピュータシステムやソ
フトウェアはこの先も必要です．だ
からこそ，今後も「人」が大切にな
ります．私は社内の人だけではなく，
パートナーの皆さんも責任を持って

育てたいと考えていますので，ぜひ
一緒に仕事をしていきましょう．

そして，お客さま．私たちの技術
レベルの高い社員が皆様のご要望に
おこたえいたしますので，ぜひ私た
ちを採用してください．

最後に若い技術者の皆さんは「寝
食を忘れる」という言葉のごとく，
技術の勉強に没頭していただきたい
ですね．ソフトウェアやコンピュー
タシステムの技術は「使われてナン
ボ」ですから，チャンスがあれば若
いうちに現場で経験を積んで，技術
者として一回り大きくなってくだ 

さい．
（インタビュー：外川智恵/撮影：大
野真也）

※�インタビューは距離を取りながら，アクリル

板越しに行いました．
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